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として捉え衝動性を測定する尺度として、Barratt（1959）は Barratt  Impulsiveness  Scale（以下、BIS と表記）を作成
した。BIS は改訂が重ねられ、現在は BIS-11となっている（Patton, Stanford, & Barratt, 1995）。BIS-11は、第 1 因子：
「注意」（課題への集中のなさ）、第 2 因子：「運動」（とっさに行動する）、第 3 因子：「自己制御」（慎重な計画と思考）、
第 4 因子：「認知の複雑さ」（精神的課題への挑戦を楽しむ）、第 5 因子：「粘り強さ」（一貫したライフスタイル）、第 ６
因子：「認知の不安定」（思考の挿入・早い思考）の ６ 因子で構成されており、更にこれら ６ 因子にたいして 2 次因子分
析の結果、 2 因子ずつが組み合わさり 3 因子構造であることが確認された。その 3 因子は、 1 ）注意衝動性（注意・認
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　BIS-11は、世界で広く使われているものの（eg.  Von  Diemen,  Bassani,  Fuchs,  Szobot,  &  Pechansky,  2008；Smith, 
Waterman, & Ward, 200６）、日本においてはほとんど研究がなされていなかった。そこで小橋・井田（2011）は、衝動
性を測定するためにこの BIS-11について日本語版の作成を試みた。日本語版 BIS-11では、因子分析の結果 5 因子が抽出
され、そのうち「慎重な計画と思考の欠如」・「衝動的行動」・「注意・集中の欠如」の 3 因子において信頼性と妥当性と




た Stanford, Mathias, Dougherty, Lakea, Anderson, & Patton（2009）の論文では、 1 次因子分析の第 5 因子：「粘り強
さ」（一貫したライフスタイル）で有意な男女差があり、男性の方が「粘り強さ」の得点が低いという結果になっている



























フ・コントロール」（以下、調整型 SC と表記）という 2 つのものとしてとらえていたものの、それを証明するにはいた
らなかった（杉若，1995）。
　この SCS を基にセルフ・コントロールの 2 元性を証明するために、杉若は RRS を開発した。この RRS は、「改良型






SC」・「調整型 SC 」の 2 つのセルフ・コントロールに対する自己効力感の低さを表している。杉若（1995）は、セルフ・
コントロールを個人の主体性において自己の行動を統制するもの、すなわち、内的要因によるものととらえているため、
外的要因による行動のコントロールを分析から外している。小橋・井田（2011）においても杉若と同様に「改良型 SC」・
「調整型 SC  」を分析の対象としたことから、本研究においても「改良型 SC」・「調整型 SC  」の 2 つの因子をセルフ・
コントロールとして分析対象とする。






















　日本語版 BIS-11は、「慎重な計画と思考の欠如」・「衝動的行動」・「注意・集中の欠如」の 3 因子構造であり信頼性・
妥当性が確認されている（小橋・井田、2011）。RRS は、「改良型 SC」・「調整型 SC」ともに信頼性および妥当性が確認
されている（杉若、1995）。従って、それぞれの尺度構成に従い下位尺度得点を男女別に算出し、その基本統計量を求め
た。その結果を Table 1 に示した。
Table １  各尺度の男女別下位尺度得点の基本統計量
BIS-11 RRS
慎重な計画と思考の欠如 衝動的行動 注意・集中の欠如 改良型 SC 調整型 SC
男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性
平均値 2.49 2.55 2.６3 2.６3 2.5 2.54 3.48 3.51 3.51 3.71
SD .54 .47 .71 .73 .48 .45 .79 .６9 .98 .93
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　それぞれの下位尺度得点に関し、男女間の t 検定を行ったところ、日本語版 BIS-11の「慎重な計画と思考の欠如」は
t（303）=1.0６、p>.05、「衝動的行動」は t（303）=.03、 p>.05、「注意・集中の欠如」では t（303）=.7６、 p>.05であり、性
別による有意な差異はなかった。また、RRS の「改良型 SC」は t（303）=.37、 p>.05、「調整型 SC」では t（303）=1.81、 
p>.05であり有意な性差はなかった。したがって、衝動性の各下位尺度およびセルフ・コントロールの各下位尺度すべて
において男女差は認められなかった。
　つぎに、各下位尺度間の関連について性差を見るために、男女別に各下位尺度間の相関を求め Table 2 に示した。さ









は、 1 次因子分析の第 5 因子：「粘り強さ」（一貫したライフスタイル）で有意な男女差があったものの、その他の 1 次
因子と 2 次因子では性差がない。また、他の BIS-11を用いた研究においてもその測定された衝動性に性差はない（eg. 
Smith et al., 200６）。本研究では、日本語版 BIS-11で測定された衝動性の 3 因子においていずれも性差がみられず、その
結果は先行研究と一致していた。
　Eysenck & Eysenck（1977）は、衝動性を狭義の意味での impulsiveness を、risk-taking と non-planning との 3 次元
として提示している。その研究によると、risk-taking は、impulsiveness・non-planning と違い性差が見られる。その








改良型 SC 調整型 SC
男性 慎重な計画と思考の欠如 1.00 .18 * .28 ** － .59 ** － .22 *
衝動的行動 1.00 .39 ** － .34 ** .05
注意・集中の欠如 1.00 － .3６ ** － .21 *
改良型 SC 1.00 .44 **
調整型 SC 1.00
女性 慎重な計画と思考の欠如 1.00 .19 ** .38 ** － .６2 ** － .11
衝動的行動 1.00 .28 ** － .19 * .11
注意・集中の欠如 1.00 － .28 ** .05
改良型 SC 1.00 .27 **
調整型 SC 1.00
**p<.01, *p<.05
Table ３  下位尺度間の相関係数の男女差検定（Z 値）
BIS-11 RRS
衝動的行動 注意・集中の欠如 改良型 SC 調整型 SC
慎重な計画と思考の欠如 － .09 － .93 .34 － .93
衝動的行動 1.02 －1.3６ － .51





後、Eysenck & Eysenck（1978）は、impulsiveness・venturesomeness・empathy の 3 つの主要な人格特性を測定する
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